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要旨
149 
本学では栄義教諭養成を2005年から開始し、 2007年から「栄養教育実習」を開講した。
とれまでの栄養教育実習実施状況を調査し、その猷題について検討した。対象は、 2007年か
ら2014年に栄養教育実習を履修した50人である。栄養教育実習後に提出された実習報告
書、研究授業の学習指導案、教育実習の評価について調査した。実習先は小学校47校、中学
校3校であった。実習生は主に低・中学年1:配属され、学級担任から指導を受けていた。教
埴授業はずゐ均2時間、教科は特別活動〔学叡活動) (87%)で実施されていた。教育実習の
当面の課題として、①「特別活動J以外の教科における食に対する指導の体験、②「食に関
する指導J r教材研究Jに闘する実習評価の[向上、③児童生徒理解(子どもを観る限)のi向
上、の3つが挙げられた。 2013年1;:関議された「教職業践演習(栄養)Jを活用し、各教科
等における食に関する指導のさらなる充実を図り、一貫性と発展性のある指導ができる栄養
教諭の脊成をめざす必要があることが示唆された。
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しはじめに
食は人間が4さきていく上での基本的な営みのひとつであり、健康な生活を送るためには健
全な食生活は欠かせないものである。しかしながら、近年、食生活を取り巻く社会環境の変
化などに伴い、偏った栄養素摂取などの食生活の乱れや、生活習慣病と食生活の関係も指摘
されている.子どものとろからの望ましい食習慣の擁立は極めて重要な社会的課題である。
近年の子どもの食を取り巻く環境の変化は、これまでにないほど急速かつ激しいものであ
る。子どもが望ましい食習慣と自己管理能力を身に付け、この変化に十分に対応して自らの
健康を保持増進していくととができる能力を培っていくためには、より効果的な食に関する
指導体制の整備が急務であるzとから、 2004年の中央教育審議会「食に関する指導体制の整
備についての答申において、学校における食に関する指導の中核を担う栄養教諭制度の創設
や配置の必要性について答申され、 2005年から栄養教諭制度が施行されている。栄養教諭
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は、栄養に関する専門性と教育に関する資質を併せ有する教育職員であり、職務は、学校教
育法に「児童の栄養の指導及び管理をつかさどるJと規定されている。栄養教諭免許は、管
理栄養士または栄養士養成施設を修了し、かつ教織に関する科目に必要な単位を修得するこ
とで得られる。本学では栄養教諭養成を2005年より開始し、 2007年から「栄養教育実習J
を開講した。
児童生徒への教科・特別活動等における教育指導では、家庭科、技術家庭科、体育、保健
体育をはじめとして食に関する指導の関連する領域や内容について学級担任、教科担任と連
携しつつ栄養教諭は専門牲を活かした指導を行うこと、個別指導以外にも給食の待問、学級
活動、教科指導、学校教育全体の中で専門性を活かして積極的に指導に参画すること、特に
給食の時間や学級活動では学級担任と連携するととで継続的、計画的に指導を行うなど、学
校の食育の推進について中心的な役割を果たすととが求められている。
学校の食育の推進者図るためには、そのことが学習指導要領に記述されている必要があ
るo 200呂年には学習指導要領が改訂され、小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領の総
則においては、 「学校給食における食育の推進Jが明記された。さらに、 200吉年4月より施
行の学校給食法においては、法律の目的に「学校における食脊の推進jが明確に位置づけら
れ、学校給食の目標について食育推進の観点から見直しが行われるとともに、栄養教諭が学
校給食を活用した食に闘する実践的な指導を行うこととされた"0学校における食育の推進に
闘する記述は充実してきたが、関わる教科や単元は明確ではない。
本研究では、栄養教諭課程創設時からとれまでの栄養教育実習を振り返り、栄養教育実習
の実施状況・内容を調査し、その課題について検討した@
l.栄養教育実習までの腹修科目
栄養教諭としての職務内容を適切に行うための資質能力の基礎として、栄養に関する専門
性と教職に関する専門性を身に付ける必要があるととから、以下の科目を開講している。
1. 8本国憲法、体育、外国語コミュニケーション、情報機器の操作
日本国憲法 (2単位)、生涯スポーツ(l単位)、健康の科学 (2単位)、英語 1 (1単
位〉、英語I (1単位)、情報処理 1 (2単位)
2.教職に寓する専門教育科目
教職綴論 (2単位)、教育原論 (2単位)、教育史(選択2単位)、教育心理学 (2単位)、
教育行政学 (2単位}、教育法規(選択2単位)、教育課程論 (2単位)、道徳教育の研究 (2
単位)、特別活動の研究 (2単位}、教育方法学 (2単位)、生徒指導論 (2単位)、教育相
談論 (2単位〉、事前事後指導{栄養教諭) (1単位)、栄養教育実習 (1単位)、教職実践
演習{栄養教諭) (2単位)
3‘栄養に係る教育に関する専門教育科目
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栄養教諭論 1 (2単位}、栄養教諭論宜 (2単位)
il.栄養教育英習
「栄養教育実習Jを履修するには、教職に闘する科目の修得および管理栄養士課程の専門教
育科目が一定以上の成績であるととを要件としているe 実習参加の可否は、 3年次前期終了
時に栄養学科および教職課程委員会において審議の上、判定している。
「栄養教脊実習」は、 44'-次に小学校あるいは中学校において5日間実施している。特別支援
学校および定時制高校への実習依頼は行っていない。実施時期は2007年~2012年は11 月
に、 2013年からは「栄養教育実習J終了後に「教職実践演習(栄養)Jを履修できるように
するため6月とした。
実習校には、教壇授業時間数については2単位時間 (45分、 2関}以上を、学校給食管理に
ついては、 3年次10月に「臨地実習 1(給食の運営)J (1単位)を学校において修得済みで
あることから、調理現場での実習はしないことを依頼している。
lV.方法
1 .対象
2007年度から2014年度の栄養教育実智実施者5白人を対象とした。
2.閥査内容
栄養教脊実習終了後に提出された指導案、実習報告義から実習状況園内容を調査した.
栄養教育実習についての評価については、 「勤務態度 r児童・生徒との触れ合い教
材研究J 食に関する指導J 事務処理総合評価Jの6項目について、 4段階で回答を
求めた。
V.結果および考察
工業幾教育実習の実態
1)栄養教育実習校配属
実習校の学校種別は、小学校が94%(47人)、中学校6%(3人)であった。調理場の形
態は、単独調理場62%であった。学校規模は、適正規模校 (12学級以f:l8学級以下〉が最
も多< (46%)、小規模校と大・過大規模校の割合は、それぞれ32%、22%であった。
実習校の所在地を表1に示す。橋岡県における実習が最も多かった (46%)。県外の実習
校は、宮崎県12%何人)、鹿児島県8%何人)の煩に多かった@九州地方以外では、隣県
の山口県10%(5人)、愛媛県と広島県がそれぞれ2%は人}であった。
小学校における担当学年は4学年26%(13人〕が最も多く、次いで2学年18%(9人)、 l
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学年と3学年16%(8人〉、 5学年14%(7人}、 8学年4%(2人)であり、主l之、低・中学
年に鹿属されていた。
2006年の中央教育審議会の答申において、母校実習はできるだけ避け、見直す方向が適当
であるとされているが、学生の希望もあり九州各地の小中学校で実施してきた。特別支援学
校への教育実習の依頼はしていないので、 「教職実験演習(栄養)Jにおいて特別支援学校
を訪問し、参観実習をするとととした。
義1実習綾の所在地
所在地 人数(人) 割合(%)
北九州市 9 18 
福岡県〔北九州市を除く) 14 28 
宮崎県 自 12 
鹿児島県 4 自
1I口県 5 10 
熊本県 3 6 
沖縄県 3 6 
その他 自 12 
2)実習の指導者
教科・特別活動等における指導は、配属学級の担任が担当していた (82%)0 栄養教諭の
指導は8校 (12%)のみであった。
栄養教諭の配置は地域に応じてばらつきが見られる。栄養教諭の全都道府県における配置
は34人(北海道10入、福井県10入、大阪府哲人、高知県5人)からスタートした (2005年度
末)。その後、栄養教育実習を開始した2007年には986人(福岡県40人}に増加したが、栄
養教諭の配置が進まなかったため、食育推進基本計画の趣旨等を踏まえ、文部科学省は2007
年および2009年に、各都道府県教育委員会に対し「栄養教諭の配置促進について(依頼)J 
の通知を出し、 2014年4月現在、 5.021人(領岡県300人}に増加した九
栄養教諭の設霞については学校教育法に「義務教育諸学校に鐘くととができるJととが明
示されているが、 l校に1人の配置ではない。また、以前より、 「食に関する指導Jと「学校
給食管理Jの両方が栄養教諭の職務内容であることなど、栄養教育実習を引き受けるには環
境や時間的な制約があるととは指摘されていたがトベ栄養教諭制度の創設から事年が経った
現在でも、 「栄養教諭がいないJ、 「栄養教育実習生は引き受けた乙とがないので、どのよ
うな日程を組んで指導すればよいかが分からないj、などの理由で引き受けを断わられるこ
とがあるe 栄養教育実習の期間は5日間と非常に短い中で、教壇実習2時間を含めた指導をす
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ることは、学校給食管理も職務とする栄養教諭にとっては負担が大きいと考えられるが、配
震の増加とともに栄養教諭が実習指導をする学校が増えている傾向にあった。
3)研究授業{食に関する指導}
小学校47校における研究授業は、特別活動〔学級活動J (昌世%)あるいは家庭科 (11%)
で実施されていた。小学校教員養成については、全教科にわたって広く履修するとともに、特
定の教科あるいは分野について深く専門的に学ぶピーク制が採用されており、研究授業は学生
自身が専門とする教科で実践する傾向にある。実習生の研究授業の多くは、学校における食背
の推進に関わる教科や単元が明穣にされていないこともあ号、小学校指導要領第8章特別活動
第2 各活動・学校行事の目標及び内容〔学級活動J [2 内容J [共通事項J (2) [キ
食脅の視点在踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成Jを受けて設定されていた。
研究授業の形態は、チームティーチング方式 (25%)よりもむしろ単独授業 (75%)が多
かった。児童生徒への教科・特別活動等における教育指導では、食1:関する指導の関連する
領域や内容について学級担任、教科担任と連携しつつ栄養教諭は専門性を活かした指導を行
うとととされている島しかし、現状は特別活動の時間に、中学年に対して単独で45分の授業
を実施するパターンが多かった6
同研究授業の題材および食に闘す晶指導の8つの目標
研究授業の題材は、「栄養のバランスJr食品の栄養的な特聾むの2つに集約された(表2)。
題材は、教育実習の指導者と相談の上、児童剛生徒の実態に合わせて決定されているa
題材を食1:関する品つの目標1)の観点から分けると、心身の成長や鍵康の保持増進の上で
望ましい栄養や食事のとり方を理解し、間ち管理していく能力を身に付ける「心身の健康J
(79%)が最も多かった。次いで、食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する「食事の
重要性J (13%)、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける「社会性J
(8%)の順に多かった{表3)司正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等につ
いて自ら判断できる能力を身に付ける「食品を選択する能力」、食物を大事にし、食物の生
産等にかかわる人々へ感謝する心をもっ「感謝の心Jおよび各地域の産物、食文化や食にか
かわる腰史等を理解し、尊重する心をもっ「食文化Jを主たる内容とする研究授業は実施さ
れていなかった.
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表 2小学校における研究授業の題材
「栄養のバランス」
・好き嫌いせず食べる
-給食の食材を3つの働きにより分ける
.おやつのとり方
「食品の栄養的な特徴」
・野菜
・大豆
・牛乳
表 3 研究授業の題材を食に関する指導の 6つの観点から分類
n % 
1.食事の重要性 6 12.8 
2.心身の健康 37 78.7 
3.食品を選択する能力 。 。
4.感謝の心 。 。
5.社会性 4 8.5 
6.食文化 。 。
2. 栄養教育実習の評価と栄養教育実習の課題
(荒木・谷口・細井)
教育実習の評価を図1に示した。 I総合評価」は、概ね良かった。教育実習の実態および、
評価から教育実習の当面の課題として、①「特別活動」以外の教科における食に対する指導
の体験、②「食に関する指導教材研究」に関する実習評価の向上、③児童生徒理解(子
どもを観る眼)の向上、の3つが挙げられた。
総合評価
食に関する指導
教材研究
児童・生徒とのふれ合い
事務処理
勤務態度
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
.4C大変良い}・3(艮L¥) .2(ふつう)・1(悪い) n:50 
図1教育実習の評価
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1つ目と2つ自の課題の対策については、 「特別活動J以外の教科における食に関する指導
の模擬授業を「教職実践演習(栄養)Jを活用して、各教科等における実践的な指導力の強
化を高めていくことを考えている。新任者でさえも、 「具体的な学習指導計画を作成する力
量 r教科に関する十分な知識・技術 r子どもが意欲的に取り組む授業を展開する力量J
「板番や発問、明確な話し方など基本的な授業技術」など、授業、学習指導に関連する力量
に不安を抱いている者が多いと言われている。また、栄養教諭の専門性の高度化に関する調
査，)によると、 「各教科等における指導方法J 児童生徒の発達への理解J 個別指導の知
識・技術 r調査の集計と活用方法」は、 「さらなる資質向上が必要 rどちらかといえば
身についていないJが50%を超える状況であったと報告されていることからも多くの学生に
該当する課題だと考えられる。
3つ自の楳題については、低学年より小学校・中学校および教育委員会主体のスクールイ
ンターンシッブ・スクールボランティアへの参加者促し、早期から学生個人の資質を高めて
いきたいと考えている。しかし、管理栄養士課程はカリキュラムがタイトなため早急な対応
が難しい問題である。
栄養教育実習状祝から課題が明らかとなった。とれまでの実習生に対する実習校からの評
舗は高く、 3割近くが全国で栄養教諭・学校栄養職員として活躍しているa 今後は、新たに
開講された「教職実践演習(栄養)Jを活用してさらなる教職課程の充実を図り、より実践
力のある栄養教諭の育成をしていくととが必要である。
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